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コロナ禍、三島市の対応は
中小零細は危機的状況

感
染
拡
大
の
中
で
、
緊
急
事
態
宣

言
以
降
、
4
月
9
日
の
豊
岡
市
長
の

コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
市
民
向
け
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
を

受
け
て
の
も
の
で
、
2
月
27
日

「
三
島
市
に
感
染
症
対
策
本
部
」

を
設
置
し
た
こ
と
以
外
、
政
府
の

指
示
を
な
ぞ
る
も
の
で
し
か
な
か
っ

た
。
4
月
16
日
に
は
政
府
は
非
常

事
態
宣
言
を
全
国
に
拡
大
、
国
民

1
人
あ
た
り
10
万
円
一
律
支
給
を

決
定
し
た
。
そ
れ
を
受
け
三
島
市

は
4
月
24
日
、
２
回
目
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
、
5
月
6
日
ま
で
の
学

校
等
の
休
業
延
長
、
4
月
19
日
～

6
月
1
日
ま
で
公
共
施
設
の
利
用

制
限
、
市
職
員
の
時
差
出
勤
・
交

代
制
勤
務
、
医
療
機
関
・
社
会
福
祉

施
設
等
へ
の
マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
配

布
等
の
緊
急
対
策
と
、
市
内
の
集
客

施
設
や
飲
食
店
な
ど
に
は
休
業
要
請

と
支
援
の
緊
急
経
済
対
策
を
打
ち
出

し
た
。

そ
の
内
容
は
4
月
29
日
か
ら
5
月

6
日
ま
で
の
休
業
協
力
に
対
し
、
飲

食
店
や
宿
泊
施
設
に
40
万
円
を
支
給

す
る
（
県
の
休
業
協
力
金
20
万
円
と

合
わ
せ
て
）
。
更
に
新
た
な
事
業
展

開
と
し
て
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ

リ
ー
等
を
始
め
た
飲
食
店
等
に
環
境

整
備
支
援
と
し
て
5
万
円
補
助
を
決

定
。
更
に
、
特
定
の
飲
食
店
な
ど
応

援
し
た
い
人
が
、
20
％
の
特
典
を
市

が
上
乗
せ
し
た
食
事
ク
ー
ポ
ン
を
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
先
払
い

し
、
感
染
症
終
息
後
に
そ
の
店
で
割

安
で
飲
食
で
き
る
事
業
を
実
施
し
た
。

三
島
市
独
自
の
ひ
と
り
親
家
庭
に

対
す
る
緊
急
支
援
策
で
は
、
国
、
県

と
は
別
に
、
子
ど
も
１
人
あ
た
り
2

万
円
を
上
乗
せ
し
て
支
給
す
る
。
こ

れ
ら
支
援
金
の
主
な
財
源
は
お
お
よ

そ
13
億
円
あ
る
財
政
調
整
基
金
を
取

り
崩
し
て
、
2
億
4
千
万
円
相
当
を

当
て
る
予
定
だ
。
協
力
金
等
の
問
合

せ
に
つ
い
て
は
5
月
1
日
よ
り
総
合

相
談
窓
口
を
開
設
し
た
。

（
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話
0
5
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0
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）

沼
津
市
の
場
合
は
、
4
月
25
日
～

5
月
6
日
ま
で
の
休
業
要
請
は
市
内

全
域
の
宿
泊
業
・
飲
食
店
等
、
沼
津

港
エ
リ
ア
で
は
、
み
や
げ
物
販
売
・

水
族
館
・
遊
戯
場
・
遊
覧
船
業
等
に

１
店
舗
あ
た
り
20
万
円
。
ま
た
ホ
テ

ル
・
旅
館
で
市
内
に
本
社
が
あ
る
場

合
1
店
舗
あ
た
り
50
万
円
の
支
給
と

な
っ
て
い
る
。
更
に
、
沼
津
港
エ
リ

ア
で
5
月
7
日
か
ら
5
月
17
日
ま
で

休
業
要
請
に
応
じ
た
飲
食
店
・
み
や

げ
物
販
売
業
・
水
族
館
・
遊
戯
場
・

遊
覧
船
業
等
に
50
万
円
の
協
力
金
を

支
給
。
そ
れ
と
は
別
に
3
月
期
の
売

上
高
が
前
年
同
月
期
比
で
50
％
以
上

減
少
し
た
事
業
者
に
1
事
業
者
あ
た

り
30
万
円
の
給
付
金
を
支
給
す
る
と

な
っ
て
い
る
。

政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
全

国
に
拡
大
さ
れ
た
の
を
機
に
各
自
治

体
は
緊
急
経
済
対
策
に
本
腰
を
入
れ

始
め
た
。
他
市
町
の
休
業
要
請
は
4

月
25
日
頃
か
ら
だ
っ
た
が
、
三
島
市

は
出
遅
れ
、
29
日
か
ら
と
な
っ
た
。

一
方
、
動
き
の
鈍
か
っ
た
市
当
局

に
対
し
三
島
市
議
会
は
4
月
23
日
付

で
市
長
宛
て
に
「
コ
ロ
ナ
対
策
要
望

書
」
を
議
長
名
で
提
出
し
た
。
主
な

内
容
は
①
市
民
へ
の
情
報
提
供
と
総

合
窓
口
相
談
開
設
、
②
中
小
業
者
へ

の
経
済
支
援
対
策
、
③
学
校
休
業
に

対
す
る
学
習
支
援
対
策
、
④
職
員
へ

の
感
染
防
止
と
危
機
管
理
体
制
等
で

▼
か
っ
て
三
島
に
流
行
病

（
は
や
り
や
ま
い
）
に
罹
っ
た

者
を
収
容
す
る
「
避
病
院
」

が
あ
っ
た
。
子
供
の
頃

「
赤
痢
に
な
っ
た
ら
家
族

か
ら
切
り
離
さ
れ
そ
こ
に
収
容
さ
れ

る
」
と
聞
か
さ
れ
て
い
て
、
何
か
恐

ろ
し
い
病
院
だ
と
思
っ
て
い
た
。
各

村
に
あ
っ
た
隔
離
小
屋
が
昭
和
5
年

の
伊
豆
震
災
で
壊
れ
、
そ
の
復
旧
施

設
と
し
て
昭
和
6
年
に
三
島
近
郊
の

町
村
が
共
同
で
避
病
院
と
し
て
「
組

合
立
駿
豆
病
院
」
が
作
ら
れ
た
。
▼

駿
豆
線
二
日
町
駅
の
近
く
で
、
当
時

は
畑
の
中
に
ポ
ツ
ン
と
建
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
主
に
赤
痢
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
チ
フ
ス
等
の
法
定
伝
染
病
の
患

者
を
対
象
に
し
て
病
床
数
30
床
規
模

の
病
院
だ
っ
た
。
昭
和
の
後
半
に
な

る
と
、
隔
離
が
必
要
な
患
者
が
減
っ

た
た
め
、
昭
和
61
年
に
病
院
は
閉
鎖
。

敷
地
は
三
島
が
取
得
し
た
。
▼
こ
の

時
期
か
ら
医
療
機
関
や
公
衆
衛
生
施

設
の
合
理
化
が
進
み
、
そ
の
一
環
と

し
て
保
健
所
の
統
廃
合
が
進
ん
だ
。

現
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
場
所
に

独
立
し
た
建
物
を
持
っ
て
い
た
三
島

保
健
所
は
東
部
保
健
所
と
し
て
吸
収

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
代
わ
り
に
乳
幼

児
と
高
齢
者
の
健
康
を
考
え
る
保
健

セ
ン
タ
ー
が
駿
豆
病
院
の
跡
地
に
で

き
た
。
し
か
し
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
セ
ン
タ
ー
は
全
く
蚊
帳
の
外
に

置
か
れ
て
い
る
ら
し
い
。
市
内
で
の

疑
わ
し
い
患
者
の
数
も
把
握
で
き
ず
、

高
齢
者
の
健
康
管
理
指
導
も
ま
ま
な

い
。
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い

の
が
現
状
だ
。
▼
と
こ
ろ
で
、
平
成

に
入
っ
て
更
に
公
衆
衛
生
の
行
政
は

後
退
し
た
。
そ
れ
で
も
東
部
で
は
富

士
、
御
殿
場
、
熱
海
、
賀
茂
に
保
健

所
は
残
っ
た
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
対
策
で
も
先
手
が
打
た
れ
た

地
域
と
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
の
は
多
く
の
方
の
印
象
だ
。
▼

過
日
発
表
さ
れ
た
入
院
設
備
の
整
っ

た
指
定
病
院
が
東
部
で
は
三
島
近
郊

に
無
か
っ
た
の
は
驚
き
だ
。
首
都
圏

へ
の
通
勤
者
の
多
い
三
島
は
首
都
圏

の
衛
星
都
市
だ
。
い
つ
感
染
者
が
出

て
も
驚
か
な
い
だ
ろ
う
。
本
当
は
感

染
者
は
い
る
の
だ
が
、
保
健
所
の
機

能
が
パ
ン
ク
し
て
検
査
し
て
な
い
の

で
感
染
者
が
0
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
ん
な
気
持
ち
を
持
っ

て
る
人
が
周
り
で
も
少
な
く
な
い
。

▼
医
療
崩
壊
は
す
で
に
起
き
て
い
る
。

過
去
の
営
利
優
先
の
ツ
ケ
が
回
っ
て

き
た
の
だ
。
こ
の
段
に
至
っ
て
も
病

院
統
合
を
考
え
て
い
る
中
央
の
医
療

行
政
の
見
識
を
疑
う
。
今
回
の
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
を
教
訓
と
し
て
生
活

様
式
を
根
本
か
ら
見
直
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

〈
啓
〉

こ
の
4
月
に
は
、
い
ま
や
知
る

人
ぞ
知
る
レ
ベ
ル
と
な
っ
た
松
田

事
件
の
松
田
公
一
さ
ん
が
ス
リ
ラ

ン
カ
か
ら
2
年
ぶ
り
に
静
岡
祭
り

に
合
わ
せ
て
帰
国
す
る
予
定
だ
っ

た
（
二
重
国
籍
な
の
で
日
系
ス
リ

ラ
ン
カ
人
と
い
う
べ
き
か
）
。

松
田
事
件
と
は
、
87
年
2
月
、

焼
津
中
央
高
校
の
英
語
教
員
松
田

公
一
氏
の
中
核
派
「
迎
賓
館
迫
撃

弾
事
件
」
（
東
京
サ
ミ
ッ
ト
の
迎

賓
館
に
手
製
の
飛
翔
弾
が
打
ち
込

ま
れ
た
）
関
連
捜
索
の
逮
捕
事
件

で
あ
る
。
当
時
、
夜
間
定
時
制
勤

務
し
て
い
た
私
の
も
と
に
、
同
校

同
僚
の
Ｓ
氏
よ
り
電
話
が
あ
っ
た

の
は
午
前
中
で
あ
っ
た
。
学
校
の

動
き
か
ら
、
自
宅
・
学
校
が
捜
索

さ
れ
火
薬
の
所
持
で
逮
捕
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
何
故
火
薬
を

持
っ
て
い
た
の
か
は
、
電
話
の
掛

け
ま
わ
り
で
、
昔
の
趣
味
・
猟
銃

の
火
薬
の
捨
て
忘
れ
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
誤
解
が
解
け
れ
ば

数
日
で
釈
放
か
の
期
待
は
、
翌
日

各
紙
朝
刊
の
「
火
薬
隠
し
高
校
教

諭
逮
捕
」
「
エ
ッ

あ
の
先
生
が

過
激
派
!!
」
「
仮
面
を
つ
け
教
壇

に
立
つ
」
「
一
人
暮
ら
し

不
透

明
な
私
生
活
」
「
最
近
は
自
習
ば

か
り
」
の
見
出
し
報
道
に
事
態
は

一
変
し
た
。
家
宅
捜
査
を
指
揮
し

た
警
視
庁
公
安
部
の
「
中
核
派
非

公
然
軍
事
組
織
・
革
命
軍
の
依
頼

で
爆
発
物
の
調
達
に
関
与
し
て
い

た
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
一
人

歩
き
、
つ
い
に
は
週
刊
新
潮
が
5

年
前
の
離
婚
は
、
彼
の
非
合
法
活

動
を
止
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
聞

き
入
れ
な
い
為
に
離
婚
し
た
と
い

う
デ
マ
記
事
ま
で
出
た
（
離
婚
は

彼
の
浮
気
が
原
因
・
笑
）
。

私
は
東
京
の
ツ
テ
か
ら
中
核
派

が
Ｉ
弁
護
士
派
遣
、
不
当
逮
捕
と

県
庁
で
記
者
会
見
を
す
る
と
の
話

を
聞
き
、
印
象
悪
し
、
止
め
ら
れ

な
い
か
と
言
っ
た
が
無
理
だ
っ
た
。

「
余
計
な
こ
と
を
言
う
な
！
」
と

恫
喝
電
話
が
あ
っ
た
。

検
察
は
火
薬
取
締
法
・
不
法
所

持
で
起
訴
、
本
人
が
獄
中
か
ら
依

頼
し
た
県
弁
護
士
会
の
重
鎮
・
О

弁
護
士
と
私
た
ち
が
依
頼
し
た
Ｎ

弁
護
士(

両
弁
護
士
い
ず
れ
も
故
人)

ら
の
対
策
会
議
で
は
、
「
起
訴
休

職
」
な
ら
直
ぐ
に
処
分
さ
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
が
、
静
岡
県
の
保
守
行
政
を
知

る
О
弁
護
士
は
「
不
起
訴
で
も
懲

戒
免
職
す
る
の
が
静
岡
県
教
育
委

員
会
だ
！
」
と
指
摘
し
た
。
は
た

し
て
、
保
釈
後
数
日
を
待
た
ず
懲

戒
免
職
が
出
さ
れ
た
。
刑
事
裁
判

は
微
罪
の
罰
金
刑
と
な
っ
た(

当
時

抱
え
て
い
た
新
組
合
立
ち
上
げ
準

備
で
私
の
役
割
は
こ
こ
ま
で)

。
以

後
、
結
成
さ
れ
た
市
民
の
会
と
数

年
に
わ
た
る
免
職
取
消
し
訴
訟
が

最
高
裁
ま
で
闘
わ
れ
た
が
棄
却
。

復
職
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
後
日
、

全
国
百
か
所
余
、
同
時
期
同
じ
く

捜
索
さ
れ
た
人
が
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
彼
以
外
に
立
件
さ
れ
た

者
が
何
人
い
る
の
か
。
サ
ミ
ッ
ト

迫
撃
弾
事
件
を
共
謀
共
同
正
犯
と

メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
な
拡
大
解
釈
（
口

実
）
す
る
警
視
庁
公
安
部
の
全
国

捜
索
は
、
30
年
後
の
共
謀
罪
（
2

0
1
7
）
の
予
行
演
習
で
は
な
か
っ

た
か
。

第
2
の
人
生
は
奇
縁
か
ら
ス
リ

ラ
ン
カ
人
と
再
婚
、
ス
リ
ラ
ン
カ

で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
以
来
、

数
年
に
１
度
、
故
郷
の
静
岡
に
帰

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、

10
日
間
余
の
故
国
の
生
活
を
味
わ
っ

て
い
た
。
そ
の
都
度
昔
の
救
援
活

動
を
し
て
い
た
友
人
ら
が
歓
迎
の

宴
席
を
設
け
て
来
た
。
既
に
83
歳

と
な
る
松
田
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
禍
の

収
束
で
年
内
帰
国
で
き
る
か
。
何

は
と
も
あ
れ
長
生
き
し
て
く
れ
！

〈
金
原
〉

4
月
7
日
、
政
府
に
よ
り
、
感
染
多
発
の
7
都
府
県
を
対
象
に
新
型

コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
。
4
月
16
日
に
は
全
国
に
拡
大

さ
れ
、
集
客
施
設
の
営
業
自
粛
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

三
島
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
4
月
15
日

段
階
で
は
、
三
島
市
か
ら
は
感
染
者
は
一
人
も
出
て
い
な
い
と
い
う
背

景
の
中
で
、
市
の
対
応
は
政
府
や
県
か
ら
の
指
示
待
ち
体
制
と
い
う
状

況
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
市
の
対
応
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
現

状
を
探
っ
た
。

あ
っ
た
。

こ
の
要
望
書
は
三
島
市
議
会
7

会
派
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
を
取
り

ま
と
め
、
共
通
す
る
4
項
目
に
絞
っ

て
提
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
動
き
が
出
始
め
て
や
っ

と
市
当
局
は
本
腰
を
入
れ
た
感
が

強
い
。
臨
時
議
会
が
4
月
30
日
に

召
集
さ
れ
、
急
遽
取
り
ま
と
め
た

対
策
案
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
市
独
自
の
一
人
親
児
童
へ
の

2
万
円
支
給
策
は
共
産
党
議
員
の

提
案
で
も
あ
っ
た
。
市
民
が
声
を

上
げ
れ
ば
実
現
の
可
能
性
を
示
す

一
例
か
も
し
れ
な
い
。

〈
考
〉

日
本
は
外
国
と
比
べ
て
感
染
者
・

死
者
数
が
少
な
い
中
で
、
な
ぜ
「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
出
さ
れ
た
の
か
。

そ
れ
は
東
京
を
中
心
に
新
型
コ
ロ
ナ

に
対
応
す
る
病
床
数
以
上
に
患
者
が

発
生
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
医
療
現
場

が
持
た
な
い
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ

た
た
め
だ
。
自
民
党
政
権
は
こ
れ
ま

で
医
療
費
削
減
を
し
、
病
床
数
を
今

な
お
減
ら
し
続
け
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
り
コ
ロ
ナ
対
応
で
き
る
病
床
が
不

足
。
1
9
9
8
年
に
9
0
6
0
床
あ
っ

た
感
染
病
床
は
現
在
1
8
6
9
床
ま

で
減
少
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
諸
外
国
よ
り
重

症
度
の
高
い
者
へ
の
医

療
、
介
護
の
質
が
高
か
っ

た
か
ら
か
、
死
亡
者
数

は
比
較
的
少
な
く
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

各
県
の
コ
ロ
ナ
対
策

の
中
心
組
織
は
保
健
所

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
が
、
静
岡
県
内
の
保

健
所
は
9
箇
所
、
浜
松

を
除
く
8
箇
所
は
独
自

の
建
物
を
持
た
ず
総
合

庁
舎
の
一
角
に
あ
る
。

熱
海
や
富
士
、
御
殿
場

の
管
轄
は
2
市
町
、
対

象
者
約
10
万
人
。
東
部

保
健
所
は
沼
津
市
・
三

島
市
・
裾
野
市
・
伊
豆
市
・
伊
豆
の

国
市
・
函
南
町
・
清
水
町
・
長
泉
町

の
8
市
町
、
約
53
万
人
と
広
域
で
多

人
数
だ
。
そ
ん
な
状
態
で
コ
ロ
ナ
を

含
む
全
て
の
業
務
に
対
応
し
て
い
て

い
る
か
と
思
う
と
恐
ろ
し
い
限
り
だ
。

医
療
崩
壊
が
叫
ば
れ
る
中
、
ど
の

病
院
も
外
来
や
入
院
、
診
療
を
継
続

し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
係

し
て
い
る
少
数
の
病
院
以
外
の
現
実

は
、
感
染
を
恐
れ
て
患
者
も
訪
れ
ず
、

閑
古
鳥
が
鳴
く
く
ら
い
暇
に
な
っ
て

い
る
。
患
者
が
激
減
し
財
政
的
に
も

厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
病
院
の
医
師

や
看
護
師
を
、
激
務
と
言
わ
れ
る
保

健
所
に
配
置
し
た
り
、
発
熱
外
来
に

特
化
し
た
病
院
を
作
る
等
で
き
な
い

も
の
か
。
だ
が
、
そ
の
様
な
指
示
は

厚
労
省
や
国
が
動
か
な
け
れ
ば
、
個

別
の
病
院
で
動
く
こ
と
は
不
可
能
だ
。

民
間
病
院
に
し
て
も
自
前
で
発
熱
外

来
を
作
る
の
が
関
の
山
、
色
々
模
索

し
て
も
動
く
に
動
け
な
い
状
態
な
の

だ
ろ
う
。

ド
イ
ツ
は
日
本
の
40
倍
の
死
者
数

に
も
関
わ
ら
ず
医
療
体
制
に
は
余
裕

が
あ
る
。
ド
イ
ツ
等
の
欧
州
諸
国
は

病
院
を
「
公
」
と
み
な
し
指
揮
命
令

系
統
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
で
、
国

中
の
医
療
資
源
を
コ
ロ
ナ
対
策
用
と

し
て
迅
速
に
配
備
し
な
お
せ
た
こ
と

が
改
善
へ
の
大
き
な
要
因
と
言
わ
れ

て
い
る
。
方
や
日
本
は
病
院
に
も
市

場
原
理
を
導
入
し
、
独
立
採
算
の
た

め
、
費
用
が
嵩
む
小
児
科
等
は
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
て
い
る
。

感
染
症
は
何
百
年
も
前
か
ら
あ
る
。

過
去
の
経
験
か
ら
も
今
後
第
2
波
、

第
3
波
が
来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

来
年
、
再
来
年
と
影
響
は
長
引
く
。

今
こ
そ
根
本
的
に
国
の
方
向
性
を
考

え
る
べ
き
だ
。
医
療
や
介
護
は
採
算

に
合
わ
な
い
も
の
が
多
い
が
、
国
民

の
命
を
守
る
た
め
に
も
、
切
り
捨
て

る
訳
に
は
い
か
な
い
。

全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、

自
粛
を
強
要
。
外
出
も
ま
ま
な
ら
ず
、

全
て
の
国
民
に
大
き
な
負
担
を
強
い

て
い
る
が
、
一
方
で
コ
ロ
ナ
対
応
病

床
は
全
病
床
の
0
・
7
%
と
い
う
の

は
余
り
に
も
お
粗
末
で
は
な
い
か
。

大
切
な
の
は
病
床
数
で
は
な
く
機
能

す
る
医
療
態
勢
を
ど
れ
だ
け
迅
速
に

と
れ
る
か
だ
。
医
療
や
介
護
、
水
道

等
の
イ
ン
フ
ラ
は
公
に
す
る
べ
き
だ
。

ど
ん
な
に
文
明
が
進
ん
で
も
、
私

た
ち
は
疫
病
や
自
然
災
害
か
ら
逃
れ

ら
れ
な
い
。
も
っ
と
根
本
的
に
国
の

方
向
性
を
見
直
し
、
「
新
し
い
生
活

様
式
」
を
考
え
る
な
ら
、
地
方
か
ら

声
を
上
げ
る
べ
き
だ
。

〈
純
〉
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保健所の削減が危機を招いた

「
松

田

事

件

の
こ
と
」

書
き
留
め
て

あ
さ
の

か
ず
こ

「
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
」
強
い
る
フ
ラ
ン
ス

中
世
の
革
命
広
場
を
犬
が
横
切
る

-

拡
大
す
る
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス-

つ
く
ら
れ
し
情
報
い
く
つ
か
揺
れ
揺
れ
て

卯
月
の
清
明
む
な
し
く
お
わ
る

-

二
十
四
節
気
の
ひ
と
つ
清
明
が-

人通りの消えた広小路駅前


